
南大沢スマートシティ
令和３年度実証実験報告

令和４年３月

南大沢スマートシティ協議会
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1 令和3年度実証実験の概要

・南大沢への訪問・外出を促進し、エリア内の回遊性向上による活性化を狙い、まちの賑わいやモビリティに関
連するwebスタンプラリーやMaaS、シェアサイクル等による実証実験を行った。

期間
 （モビリティ実証）2021月11月1日～2022年1月31日

※サポタクは年末年始を除く
 （まちの賑わい実証）2021月11月1日～2021年11月30日

 社会実装を見据え、施策の持続性を検証

公共性

事業性

目的

 訪問・外出目的創出
 エリア内の回遊性向上

移動＋買い物のWebチケット

データ連携

経路検索

鉄道 バス
電動のシェア
サイクル

移動（鉄道）と買い物を
組み合わせたチケット

移動（鉄道）と買い物を
組み合わせたチケット

都立大学生による
デジタルマップでの
スポット紹介

店舗の状況による
タイムセールの実施
（南大沢駅周辺の店舗）

タイムセール情報の発信

タイムセール商品の購入

タクシーによるつき添いサービス

商業店舗や公園と連携したWebスタンプラリーの実施

スタンプの取得 スタンプの取得スタンプの取得

クーポンの獲得!

ま
ち
の
賑
わ
い

モ
ビ
リ
テ
ィ

シェア
サイクル

サポタク

Web
チケット

スタンプ
ラリー

TIME
SALE

広告・PR

デジタル
マップ

認知

興味・
関心

移動

体験

移動

1
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2 令和3年度実証実験の内容

・南大沢エリアにおける回遊性向上のため、電子的なスタンプを集めるスタンプラリーをはじめ、タイムセール
やシェアサイクル、デジタルマップを企画した。

 電車券+お買物券（126店舗）
 バス券+シェアサイクル券

スポット一覧

南大沢駅中央駐輪場

駅前広場

1.5km圏内

蓮生寺公園

長池公園

小山内裏公園

上柚木公園

三徳プラザ商店会・
ベルコリーヌ

南大沢3丁目商店街

i

i

i

i

i

富士見台公園

i

i

i

永林寺

i

松木公園
イトーヨーカドー

三井アウトレットパーク

柳沢の池公園

鑓水公園

南大沢中郷公園

i

別所坂公園

別所お月見公園

i
i

大栗川

i
野猿街道

i
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ルール

 スタンプ設置箇所7箇所の内3箇所で
GPS+QRコードを用いて認証し、ス
タンプを取得すること

特典
 特定施設・店舗で利用可能な
デジタル商品券（500円券）

回遊先

•長池公園
•蓮生寺公園
•上柚木公園
•小山内裏公園

•駅前広場
•南大沢3丁目商店街
•三徳プラザ商店会

特典
引換所

 駅前の商業施設・テナント
126店舗

タイム
セール

スポット
 商業施設・テナントや公園

21店舗

シェア
サイクル

スポット
 南大沢駅周辺

11/1より7箇所、11/29より11箇所
で運用

デジタル
マップ

スポット

i

i

i

i

i
i

web
チケット

種類

グランピア
南大沢

ビューコート別所

長池公園
せせらぎ通り北

i

学生作成

スタンプラリースポット

i

事務局作成
シェアサイクルスポット
（11/1から運用開始）

i 既存

デジタルマップ凡例

シェアサイクルスポット
（11/29から運用開始）

うち
7箇所は
都立大
学生に
よる情報

スタンプラリー

その他
シェアサイクル

その他
地域資源

 7箇所*1

 6箇所*2

 7箇所

*1：デジタルマップスポットのうち、スタンプラリースポットの箇所数
*2：デジタルマップスポットのうち、スタンプラリースポット以外のシェアサイクルスポットの箇所数
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3 実証実験における効果検証の考え方

・実証実験は、新規性のある施策に対して、課題解決やニーズの充足に資する公共性及び事業として持続可能か
といった事業性を評価する。

 検証の対象は、これまでに地域で実施
した施策や、すでに導入済みの施策で
はなく、【地域にとって】ないしは
【機能として】新規性のある施策を検
証の対象とする

対象 検証観点

 施策が地域住民や来街者、事業者が抱え
る課題解決やニーズの充足に資するの
か、地域マーケットにおいて需要が創出
されているのかを検証する

 施策の持続・自走化のために、事業者
が施策の対価を継続的に得られる見込
みがあるかを検証する

住民・来街者の
ニーズ検証

事業性の検証新規領域

ユーザー向けアンケート

属性情報

ニーズ

目的達成の
有効性

サービス
改善

 属性情報に関する設問を設定

 施策ごとに、目的達成に関する有効性
を1問ずつを目安に設定

 満足度と要望に関する設問を設定

協力事業者向けアンケート

 N/A

事業性
事業の
継続性

 ユーザーが料金を支払う施策につい
て、費用を支払ってサービスを継続利
用する意向の設問を設定

 協力事業者が今後手数料等を支払って
サービスを継続利用する意向の設問を
設定

目標回答率(数)

目標値

 施策参加者のうち 3%（回答数44件*1） 施策参加事業者のうち90%

*1 母数：2,600、許容誤差：5%、信頼度：95%から統計的に算出

（母数はスタンプラリー・webチケット・TIMESALE目標利用者数の合計）

 4段階評価中 平均2.6以上  4段階評価中 平均2.6以上

サービス測定値

施策の
インパクト

 N/A
 施策ごとに利用された
数を測定

 N/A

 N/A

検証方法
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4-1 実証実験の結果サマリ

ニーズ

ま
ち
の
賑
わ
い

モ
ビ
リ
テ
ィ

シェア
サイクル

サポタク

webチケット

スタンプ
ラリー

TIMESALE

広告・PR

デジタル
マップ

認知

興味・
関心

移動

体験

目的達成の有効性 サービス改善

• 実証実験により南大沢
を訪れるきっかけを創
出した

• デジタルマップにより
南大沢の個別スポット
への興味・関心が喚起
され、スタンプラリー
やシェアサイクルによ
り未訪問スポットを訪
問・回遊 • バッテリーの充電への不安定なため、安定

的な供給が求められる
（バッテリー交換頻度改善済み）

• サービスの操作への満足度は約8割と高い
が、一部操作性改善の要望あり

• 一部スタンプラリーの読み取りの分かりづ
らさの声があり、ユーザーへの分かりやす
い操作設計が肝要

• 登録者数はいるものの登録店舗・出品数が
少なくユーザーの利用機会が乏しい

• 内容やインセンティブの分かりやすい訴求
が肝要

• N/A

訪問目的創出

回遊性向上

移動

事業性

• 協力事業者からの費用を払って
の継続意向は少なく、施策ス
キームの見直しないしは協力事
業者へのメリット訴求方法の検
討が肝要

• 別事業で採算見込みのため事業
として継続可

• TBD

（検証の対象外） （検証の対象外）

・実証実験では、「訪問目的創出」及び「回遊性向上」の目的に対しての効果がうかがえた一方、社会実装に向
けては利用者に使い始めてもらう・使い続けてもらうためのサービス改善や事業継続のスキームの見直しや関係
者の巻き込みが今後の論点となっている。

利用者webアンケート 利用者webアンケート・ワークショップ 協力事業者webアンケート

検証観点

検証方法
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4-2 実証実験結果(1)施策のインパクト

・南大沢駅周辺エリアから南部地域のスポットへの興味・関心や移動が集中している傾向が見られた。

凡例

0-50

51-300

301-

11/1～30の
PV数(回)

i
デジタルマップ

0-300

301-500

501-

11/1～30の
取得数(回)スタンプラリー

ま
ち
の
賑
わ
い

モ
ビ
リ
テ
ィ

シェア
サイクル

サポタク

利用者数

利用回数

利用回数

Web
チケット

お買物券
周遊券

スタンプ
ラリー

参加者

TIME
SALE

新規
登録者数

登録
商品数

販売
成立数

広告・PR 実証LP

デジタル
マップ

南大沢
PV

単位

人

回

回

セット

回

人

品/
週・店舗

件

PV

PV

認知

興味・
関心

移動

体験

合計

504

2,527

1

143

837

392

0.37 *1

14

40,877

3,628

参考値

N/A

N/A

500

600

1,530

2.5

N/A

16,000

1,200

施策ごと利用回数マップ

移動

1.5km圏内

南大沢駅中央駐輪場

蓮生寺公園

三徳プラザ商店会・
ベルコリーヌ

富士見台公園

松木公園
イトーヨーカドー

三井アウトレットパーク

柳沢の池公園

駅前広場

長池公園

小山内裏公園

上柚木公園

南大沢3丁目商店街

i

i

i

i

i

i

i

i

永林寺

i

鑓水公園

南大沢中郷公園

i

別所坂公園 別所お月見公園

ii

大栗川

i
野猿街道

i

i

i

i

i

i
i

 全体 ：駅中心～南部のスポットの興味・関心や移動が集中
 × ：スタンプラリースポットほどデジタルマップの閲覧数が多いi

※太字：「合計」（実績）が参考値を上回った数値

11月

317

678

0

143

837

392

0.37

14

40,877

3,628

12月

322

1,025

1

-

-

-

-

-

-

-

1月

306

824

0

-

-

-

-

-

-

-

*1 期間中の週次の登録商品数から算出した平均値

非公表

非公表
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4-3 実証実験結果（2）シェアサイクル

・シェアサイクルは11月開始時は7か所、11月末以降は4か所新たに設置し計11か所ポートが設置されており、
年末を除き利用回数は増加傾向となっている。

凡例

151-300

301-

シェアサイクル（下車）

XXX
11/29から
運用開始

利用推移シェアサイクルの利用マップ

南大沢駅中央駐輪場

1.5km圏内

蓮生寺公園

三徳プラザ商店会・
ベルコリーヌ

富士見台公園

松木公園
イトーヨーカドー

三井アウトレット
パーク

柳沢の池公園

グランピア
南大沢 ビューコート

別所

長池公園
せせらぎ通り北

0-150

0

100

200

300

利用回数は増加傾向

11/29

全7か所 全11か所

111124

71

89

163

557

152

90

49

66

231
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ン
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…
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A
R

マ
ッ
プ

アンケート回答者の参加施策

 期間：11月1日（月）～12月13日（月）
 対象：実証実験の参加者（N＝51）（目標回答率（数）：施策参加者のうち 3%（回答数44件））
 形式：web

共通アンケート概要

4

3

4

4

2

1

7

7

9

7

2

1

0 5 10 15

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

アンケート回答者の年代と性別

男性 女性 不明

(人)

9
5 5

32

0

10

20

30

40

南
大
沢
駅
周
辺

(

駅
か
ら1

.5
k
m

圏
内)

そ
の
他
八
王
子
市

・
町
田
市
内

そ
の
他
都
内

東
京
都
外

アンケート回答者の居住エリア

(人)
※複数回答

南大沢以外の利用者が多い

3

3

2

3

5

5

8

5

2

1

0 5 10 15

20代

30代

40代

50代

60代
男性 女性

Webチケット利用者の年代と性別
(人)

（※複数回答）

(人)

アンケート回答者の傾向と同様

5-1 令和3年度実証実験共通アンケート調査概要

・実証実験参加者を対象としたアンケートを実施した。
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28

20

8

2

4

0 10 20 30

買い物

「めぐって 遊んで トクして南大沢を

楽しもう！」に参加するため

南大沢在住

通勤/通学

その他

回遊性向上

N=51

 実証実験により南大沢を訪れるきっかけを創出

訪問目的創出

 南大沢を訪れた理由

全体の32%

（※複数回答可）

 スタンプラリーやシェアサイクルによる、あまり訪
れない/これまでに訪れたことのない場所への訪問

 デジタルマップのスポット・内容満足度

N=14

興味・
関心

移動・
体験

N=19

89%

11%

あった

 デジタルマップにより南大沢の個別スポットへの興味・関心が喚起さ
れ、スタンプラリーやシェアサイクルにより未訪問スポットを訪問・回

遊

43%

36%

21%

0%

満足

やや満足

やや不満

不満

参加施策（複数回答）
• Webチケット
（15）

• スタンプラリー
（13）

• イベント情報（7）
• シェアサイクル
（6）

• ARマップ（4）
• タイムセール（1）

さらに、全員が
再訪意向あり

5-2 令和3年度実証実験共通アンケート調査結果(1)

・実証実験により新たな来街の需要が促され、デジタルマップにより地域スポットの興味・関心喚起、スタンプ
ラリー・シェアサイクルによる未訪問スポットへの訪問・回遊が実現した。
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5-3 令和3年度実証実験共通アンケート調査結果(2)

・実証実験のサービス全体として、平均8割が「満足」・「やや満足」と回答しており、利用者に満足いただけ
る内容を提供し地域の魅力発見・体験に繋がったと考える。

2

2

4

お得でない

操作が分かりづらい

内容が分かりづらい

47%

37%

12%

4%

満足

やや満足

やや不満

不満

 満足度理由 「めぐって 遊んで トクして南大沢を楽しもう！」の満足度

目標値  4段階評価中平均2.6以上

実証全体として
「満足」・「やや満足」が

約8割（平均3.27）

N=51 <「満足」・「やや満足」回答者>

<「不満」・「やや不満」回答者>

N=43

N=4

（※複数回答可）

7

11

19

29

便利だから

南大沢をより知ることができた…

南大沢を楽しむことができたから

お得だから

（※複数回答可）

実証を通じて
南大沢の魅力発見・
満足する体験を提供
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5-4 令和3年度実証実験共通アンケート調査結果(3)

・webチケットは操作性の満足度が約8割と高い傾向にある。スタンプラリーは駅中心～南部での利用が多く、
駅中心～南部での回遊に寄与したと考える。

スタンプラリー

• 南大沢の新たな発見ができてとても良かったです。歩いて4箇
所周りました。500円チケットも使えて楽しい一日でした。

• スタンプラリーのQRコードが分かりづらかった（4件）シ
ス

テ
ム

サ
ー

ビ
ス

駅中心～南部でのスタンプ取得が多い

駅前広場

1.5km圏内

蓮生寺公園

長池公園

小山内裏公園

上柚木公園

三徳プラザ商店会・
ベルコリーヌ

南大沢3丁目商店街

webチケット

• 毎回ログインするのが、面倒だった（2件）

シ
ス
テ
ム

• 普段WRBを扱っている私でも結構扱いが難しかったため
より歳を重ねた方には大変

サ
ー
ビ
ス

• 有人改札はスムーズに通して頂き、ストレスなく移動する
ことができました。お買い物券についても、窓口ですぐに
対応いただき待ち時間はほぼなかったのが良かったです。

N=24

25%

54%

13%

8%

良い

やや良い

やや悪い

悪い

 webチケット利用者にとってTAMa-GOの操作性

「良い」・「やや良
い」が約8割

凡例

0-300

301-500

501-

11/1～30の
取得数スタンプラリー
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5-5 令和3年度実証実験共通アンケート調査結果(4)

・オペレーションや広報面の課題はあったが、実証施策によって地域住民や来街者の移動が促進されたと考える。

シェアサイクル

• 坂道が多いので電動サイクルは快適だったがバッテリーが足りなかったので小まめに充電してもらえると助かる。（3件）
オペレー
ション

八王子市他地域
からの訪問
535

東京都八王子市外
からの訪問
187

東京都外
からの訪問
23

八王子市
他地域へ
544

東京都
八王子市外へ
155

東京都外へ
19

南大沢外からの
流入

南大沢外への
流出

南大沢駅中央駐輪場

1.5km圏内

イトーヨーカドー

三井アウトレットパーク

柳沢の池公園

松木公園

蓮生寺公園

富士見台公園

地域住民が利用する施設や団
地近隣の利用が多い

南大沢エリアで乗車：1778
南大沢エリアで下車：1778

745 718

南大沢エリアでの移動

南大沢周辺での利用が多いが、八王子市内の中距離の移動にも利用

TIMESALE

• 休日で人手が多い日だったためお知らせが無かったが、人手
の分散化の狙いならば仕方がないと思う（3件）

サ
ー
ビ
ス

• タイムセールについては利用しなかったですが、もし自分が
近隣に住んでいて、外出先から帰る際に食べ物を買って帰る
などあれば、利用したいサービスだなと思いました

TIMESALEの個別広告 クリック数

5,940

➡TIMESALE LP
へ遷移

八王子市ユーザー
をターゲットに

web広告

app DL数

1,640
うち八王子市を対象エリア
に選択したユーザー392

八王子市ユーザー向けのweb広告から参考値の1,530を上回る1,640DLを獲得

CVR
28%

参考新規登録値：1,530

11/1～1/31の利用数

0-150

151-300

301-

シェアサイクル凡例

三徳プラザ商店会・
ベルコリーヌ

グランピア
南大沢

長池公園
せせらぎ通り北

ビューコート別所

XXX
11/29から
運用開始
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5-6 令和3年度実証実験事業者アンケート調査概要

・実証実験協力事業者を対象としたアンケートを実施した。

21 21

12

18

0

20

40

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
ス
ポ
ッ
ト
提
供
・

商
品
券
引
き
換
え
）

W
e
b

チ
ケ
ッ
ト

T
IM

E
S
A

L
E

 期間：2021年12月8日（水）～2022年1月16日（日）
 対象：実証実験の協力事業者 55施設
 回答率：78％（N=43件）（目標回答率： 90%（回答数50件））
 形式：web

共通アンケート概要

（※複数回答）アンケート回答者の参加施策

デジタルスタンプラリー（スポット提供）

デジタルスタンプラリー（商品券引き換え）

（施設）
39

※デジタルスタンプラリー（スポット提供）に参加した事業者のうち1件
デジタルスタンプラリー（商品券引き換え）に参加した事業者のうち3件
webチケットに参加した事業者のうち3件は有効でないため次頁以降から除外

49%

35%

9%
7%

駅前商業施設内店舗

商店街加盟店

公園

その他個店

アンケート回答者の分類

13



5-7 令和3年度実証実験事業者向けアンケート調査結果

・費用負担を伴わない場合は施策継続に対して前向きな反応が見られた。施策を継続させるべく、事業者にどの
部分をどのように協力してもらうか、スキームの慎重な検討・調整が必要である。

35%

28%

37%

続けたくない

6%

61%

33%

 スタンプラリー

N=35

74%

26%

 スタンプラリー
（商品引き換えのみ）

事業者間で調整を行い、景品等を決めた
うえで参加手数料がかかっても続けたい

無料であれば続けたい

 webチケット*1

N=18

0%

39%

61%

決済手数料*2のみであれば続けたい

N=18

*1：手数料や原資の負担がある場合のみ「続けたい」と回答する設計
*2：発売額の3%程度を想定
*3：今回5500円分の商品券を5000円で販売

 TIMESALE

N=12

50%50%

N=43

事業者間で連携した広告発信は必要ない

 地域で連携した情報発信

続けたい

続けたくない

決済手数料*2に加え、一定の原資*3の負担を
しても続けたい

事業者間で広告費の調整を行い、
連携した広告発信をするのが良い

続けたくない その他

続けたい

続けたくない

• 店舗の売り上げに影響せず、効果が期待出来ないため（スタンプラ

リー他）

• 店舗の決済手段が多くオペレーションが煩雑になるため（webチ

ケット）

• アプリ自体の認知度が不足していると感じるため（TIMESALE）

• 事業者間で連携する際の調整が負担であるため（情報発信）

続
け
た
く
な
い

費用負担：要

費用負担：要

費用負担：要
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モビリティ部会 まちの賑わい部会

PL・サービ

ス事業者

による振

り返り

部会での

議論

<結果>

 回遊性向上を目的としたスタンプラリーであった

が、駅から離れた公園でも、一定の参加者が得

られた

<課題>
 TAMa-GOから南大沢webチケット購入画面まで

の動線が分かりづらい。またwebチケットの内容が
ポスターの内容では分かりにくく個別施策ごとの

PRが必要

 参画店舗が限られていたことから、地域全体がス

マートシティ実現に向けた共通認識の醸成を図る
必要がある

<課題>

 スタンプラリーインセンティブの付与ルールが分かり

づらく、またインセンティブの内容の訴求も不足し

ていた

 ポスターを見つけづらく、QRコード認証が分かりづ
らかったためUIの向上が望ましい

 TIMESALEの店舗/施設の発信数・発信頻度が

少なく、事業者にとっての魅力・使いやすさの磨

き込みが肝要である

 南大沢駅を起点として周辺エリアを回遊するた

めには、移動の障壁が大きいと考えており、駅で

イベントを認知し、イベントに参加することはハー

ドルが高いと考える。情報発信だけでなく、集客

力のあるイベントや取組の検討が必要である。

 実証施策のみを対象とした場合は参加状況が

低い一方、駅前地区は一定程度賑わいが創

出されたと感じる。今後は、時間をかけて地域

の巻き込みに取組む必要がある。

 スタンプラリー達成者の約１割は60歳以上であ

り、サービスの導線と魅力的なインセンティブの付

与によって、高齢者にも利用をしていただける可

能性がある。

 MaaSアプリは、南大沢への来街者の視点だけ

でなく、地域住民の視点も含めるべきである。

 都立大学の学生・教職員への情報の浸透を図

るため、南大沢駅から都立大学への導線内で

PRを実施する等今後検討が必要である。

情報・その他部会

<結果>

 AIカメラによる混雑状況検知
では、実証実験期間において

密となっている状況は稀であっ

た

 AI Beaconによる来街者人流

解析では、実証実験期間は、

人数及び平均訪問回数は増

加傾向にあり、実証実験期間

のスポット間の回遊率は、増
加傾向がみられた

 NTT東日本の実証実験に関

しては、技術検証のみならず、

スポットの訪問者数に占めるス

タンプラリーへの参加人数等を

分析し、実証実験の取組がま

ちに与える影響を検証すべき

である。

6 各部会の協力事業者による実験結果考察

・協議会での実証実験結果の振り返りにあたり、各部会において実験結果や課題点、今後の改善点や検討事項等
について議論を行い、協力事業者から多様な意見が挙げられた。
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